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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年11月26日(2015.11.26)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月6日(2015.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　阻害または活性化タンパク質ドメイン、核移行配列、およびタンパク質トランスダクシ
ョンドメインに融合した受容体遺伝子プロモーターを、特異的にターゲティングするポリ
ダクチルジンクフィンガータンパク質を含む人工転写因子。
【請求項２】
　受容体遺伝子プロモーターがエンドセリン受容体Ａプロモーターである、請求項１記載
の人工転写因子。
【請求項３】
　受容体遺伝子プロモーターがエンドセリン受容体Ｂプロモーターである、請求項１記載



(2) JP 2014-530607 A5 2015.11.26

の人工転写因子。
【請求項４】
　受容体遺伝子プロモーターがＴｏｌｌ様受容体４プロモーターである、請求項１記載の
人工転写因子。
【請求項５】
　受容体遺伝子プロモーターがＦＣＥＲ１Ａプロモーターである、請求項１記載の人工転
写因子。
【請求項６】
　六量体性ジンクフィンガータンパク質を含む、請求項１、２、３、４または５記載の人
工転写因子。
【請求項７】
　配列番号３１～配列番号３７、配列番号３９～配列番号４３、配列番号４５～配列番号
５０、配列番号５２、配列番号５４～配列番号５７、配列番号５９～配列番号６４、配列
番号６６～配列番号８０、配列番号８２～配列番号９５、配列番号９７～配列番号１１８
、配列番号１２０～配列番号１３６、配列番号１３８～配列番号１４３、配列番号１４５
～配列番号１５３、配列番号１５５～配列番号１６４、配列番号１６６～配列番号１７３
、配列番号１７５～配列番号１８１、および配列番号１８３～配列番号１９１から成る群
より選択されるタンパク質配列のジンクフィンガータンパク質を含む、請求項２、３、４
または５記載の人工転写因子。
【請求項８】
　配列番号５６、８３、８５、１０１、１１４、１１８、１２７、１３３、１４０、１４
２、１４６、１４７、１５６、１５９、１７５、および１８１から成る群より選択される
タンパク質配列のジンクフィンガータンパク質を含む、請求項２、３、４または５記載の
人工転写因子。
【請求項９】
　配列番号１１８、１３３、１５６、または１７５のジンクフィンガータンパク質を含む
、請求項２、３、４または５記載の人工転写因子。
【請求項１０】
　ジンクフィンガータンパク質が阻害タンパク質ドメインに融合している、請求項１～９
のいずれか一項記載の人工転写因子。
【請求項１１】
　阻害タンパク質ドメインが、配列番号１のＮ末端ＫＲＡＢ、配列番号２のＣ末端ＫＲＡ
Ｂ、配列番号３のＳＩＤ、または配列番号４のＥＲＤである、請求項１０記載の人工転写
因子。
【請求項１２】
　ジンクフィンガータンパク質が活性化タンパク質ドメインに融合している、請求項１～
９のいずれか一項記載の人工転写因子。
【請求項１３】
　活性化タンパク質ドメインが、配列番号５のＶＰ１６または配列番号６のＶＰ６４であ
る、請求項１２記載の人工転写因子。
【請求項１４】
　核移行配列が、Ｋ－Ｋ／Ｒ－Ｘ－Ｋ／Ｒコンセンサス配列を含む塩基性アミノ酸クラス
ターまたは配列番号１９６のＳＶ４０ ＮＬＳである、請求項１～１３のいずれか一項記
載の人工転写因子。
【請求項１５】
　タンパク質トランスダクションドメインが、配列番号７のＨＩＶ由来ＴＡＴペプチド、
ＨＳＶ－１ ＶＰ２２ペプチド、配列番号１９２の合成ペプチドｍＴ０２、配列番号１９
３の合成ペプチドｍＴ０３、配列番号１９４のＲ９ペプチド、ＡＮＴＰドメイン、または
防御抗原／致死因子Ｎ末端ＰＴＤである、請求項１～１４のいずれか一項記載の人工転写
因子。
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【請求項１６】
　阻害または活性化タンパク質ドメインおよび核移行配列に融合した、エンドセリン受容
体Ａプロモーターを特異的にターゲティングするポリダクチルジンクフィンガータンパク
質を含む人工転写因子。
【請求項１７】
　阻害または活性化タンパク質ドメインおよび核移行配列に融合した、エンドセリン受容
体Ｂプロモーターを特異的にターゲティングするポリダクチルジンクフィンガータンパク
質を含む人工転写因子。
【請求項１８】
　阻害または活性化タンパク質ドメインおよび核移行配列に融合した、Ｔｏｌｌ様受容体
４プロモーターを特異的にターゲティングするポリダクチルジンクフィンガータンパク質
を含む人工転写因子。
【請求項１９】
　阻害または活性化タンパク質ドメインおよび核移行配列に融合した、ＦＣＥＲ１Ａプロ
モーターを特異的にターゲティングするポリダクチルジンクフィンガータンパク質を含む
人工転写因子。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれか一項記載の人工転写因子を含む薬学的組成物。
【請求項２１】
　外部刺激および他の可溶性シグナリング分子に対する細胞の反応の調節において使用す
るための、請求項１～１９のいずれか一項記載の人工転写因子。
【請求項２２】
　ポリダクチルジンクフィンガータンパク質が受容体遺伝子プロモーターを特異的にター
ゲティングする受容体への特異的エフェクターの結合によって調節される疾患の処置にお
いて使用するための、請求項１～１９のいずれか一項記載の人工転写因子。
【請求項２３】
　エンドセリンに対する細胞応答に影響させることにおいて使用するための、エンドセリ
ン受容体Ａのレベルを低下または増加させるための、およびエンドセリンによって調節さ
れる疾患の処置において使用するための、請求項２および６～１６のいずれか一項記載の
人工転写因子。
【請求項２４】
　エンドセリンに対する細胞応答に影響させることにおいて使用するための、エンドセリ
ン受容体Ｂのレベルを低下または増加させるための、およびエンドセリンによって調節さ
れる疾患の処置において使用するための、請求項３、６～１５および１７のいずれか一項
記載の人工転写因子。
【請求項２５】
　リポ多糖に対する細胞応答に影響させることにおいて使用するための、Ｔｏｌｌ様受容
体４のレベルを低下または増加させるための、およびリポ多糖によって調節される疾患の
処置において使用するための、請求項４、６～１５および１８のいずれか一項記載の人工
転写因子。
【請求項２６】
　ＩｇＥに対する細胞応答に影響させることにおいて使用するための、ＩｇＥ受容体のレ
ベルを低下または増加させるための、およびＩｇＥによって調節される疾患の処置におい
て使用するための、請求項５～１５および１９のいずれか一項記載の人工転写因子。
【請求項２７】
　ポリダクチルジンクフィンガータンパク質が受容体遺伝子プロモーターを特異的にター
ゲティングする受容体への特異的エフェクターの結合によって調節される疾患を処置する
ための、請求項１～１９および２１～２６のいずれか一項記載の人工転写因子を含む、医
薬組成物。
【請求項２８】
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　エンドセリンによって調節される疾患を処置するための、請求項２、３および６～１７
のいずれか一項記載の人工転写因子を含む、医薬組成物。
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